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至西祖谷山村 至東祖谷

(最深河床)

EL=1.453m(施工時水位)

施工計画図

※測量が実施されていないため、本断面図の最深河床をEL=0.000mとして施工時水位を設定

至西祖谷山村 至東祖谷
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(参考図)
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EL=1.533m(通年施工)

断面図 S=1:50

(剥離剤養生シート)
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再塗装図

(塗装仕様:Rc-I)

 素地調整（１種ケレン)

 有機ジンクリッチペイント（600g/m2)

 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗（240g/m2)

 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗（240g/m2)

 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗（170g/m2)

 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗（140g/m2)

対象鋼材

（鋼板露出部のみ)

 清掃・水洗い

作業終了

中塗塗装

上塗塗装

清掃・水洗い

素地調整

下塗塗装

作業開始

調　査

注記
　1.本図面は、「Ｈ３０三土　国道４３９号他　三・東祖谷樫尾他(京柱1号橋他)　橋梁修繕設計業務」
　  を基に作図したものである。
　2.施工前は現場にて再度形状確認を行うこと。
　3.過年度に実施された塗膜調査結果より、既存塗膜内に鉛およびPCBが基準値以上含有しているため、
    既存塗膜の剥離は塗膜剥離剤を使用する。
　  有害物質が離隔した足場外へ漏れ出さないよう対策すること。
  　本図面では、起点側の上流に「昇降設備＋クリーンルーム」を計画しているが、現地に応じて適宜、
 　 設置箇所を調整すること。
　4.主桁端部は過年度にRc-IIIで塗替が実施されている。Rc-Iで再塗装を実施するか否か(取り扱い)に
    ついて、施工時に発注者と協議により決定すること。

4時間以内

塗装工程

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗下塗

中塗

上塗

素地調整

下塗

塗　料　名

1種

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

240

240

170

140

Rc-I塗装系 (スプレー　)
使用量

(g/m2)
塗装間隔

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上、はけ、ローラーに変更もできる。
※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。
※3:ブラスト処理による防せい度はISO Sa 2 1/2とする。
※十分な養生と飛散防止を行うこと。

有機ジンクリッチペイント防食下地 600
1～10日

1～10日

1～10日

1～10日

施工計画図(参考図)

図示 1

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 1

路線名等

工事箇所

主要地方道山城東祖谷山線

三好市東祖谷和田（新和田橋）

図面番号

【新和田橋】
Ｒ７三土　山城東祖谷山線（新和田橋）

徳島県西部総合県民局県土整備部<三好>

参　考　図

三・東祖谷和田　橋梁塗装工事

側面図 S=1:100

平面図 S=1:100

桁　長　18580

橋　長　18654

支間長　18100
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